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表2 －120 ～24 歳の出国者数と出国率（（ ）内は出国率） (単位：万人)
男 性 女 性 20～24 歳全体 出国者全体
93年 520（10.3％） 1,047（21.8％） 1,567（21.2％） 11,934（9.6 ％）
96年 655（13.1％） 1,362（27.0％） 2,017（26.6％） 16,695（13.3％）
99年 533（11.7％） 1,120（25.8％） 1,653（24.6％） 16,358（12.9％）
02年 444（11.0％） 864（22.7％） 1,308（22.4％） 16,523（13.1％）

















まず、国内外を問わず、『過去3 年間 の宿泊 を伴う旅行経験の有無』 を尋ねた ところ、286 名、全
体の90.8％が「ある」と答えた。一 方、「ない」と答えた29 名 に、行かなかった理由を尋ねた ところ、
「時間がない」と答えたのが16 名で全体 の55 ％を占めた。次いで、「お金がない」が11名でTOO/ 、「時
間」、「金銭」が足りないという理由で全体 の93 ％を占めたが、中には「一緒に行 く人がいない」 と
いう理由 もあった。
次に、『海外旅行と国内旅行のどちらに興味があるか（行ってみたいか）』を尋ねた ところ、「海外
旅行」 と答えたのが276 名、「国内旅行」 と答えたのが101 名、「どちら も興味がない」 と答えたのが



















































































































で最も多 く、次いで「旅行費用」156 ポイント、「言語」 と「病気や怪我」が共 に124 ポイント、「交
通等の利用が円滑 に行 くか」が89 ポイント となっている（図4 －2 ）。 この結果には、 ツーリズムマー
ケティング研究所が『海外旅行の阻害要因』とし て、2006 年、沖縄を除 く全国の15 歳以上 の男女1,200




























に上ったが（図4 －3）、一方で「週5 回以上」と答えた層も16% あった。さらに、『アルバイト
は1 日あたり平均何時間くらいか』という問いに対しては、半数以上の58% 、124名が「4～5 時間」
と答え、多くの学生が1 日あたり4 ～5 時間のアルバイトを週2 ～3 回行っていることが分かる。し
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森下 ：若年 層 の旅行 と生 活 に関 す るア ンケ ート 調 査の 報告 と一 考察 25
次に、消費の基盤を探るため、『1ヶ月のうち自由に使える金額はどのくらいか』を尋ねたところ、
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その差が大きい。図4 －5 でも分かるように、全体の分布では「2 万円以上3 万円未満」の層と、「5














－（3）で述べたアルバイト の実態からも分かるよう に、アルバイト に忙しい学生 は多い。 週に2
～3 回、1 日あたり4 ～5 時間というのが平均的な学生のアルバ イト実態のようであるが、中には
「週5 回以上」、「一日あたり8 時間以 上」 のアルバイトをしている学生も全体 の15～20 ％いること
が分かった。
今回 のアンケートで も、休日の過ごし方に関する問いを行ったところ、『休日の外出目的』で最も
多かっだのは「アルバイト」で、次いで「友人 と会う」、「ショッピ ング」、「デート」の順 となった。
また、『長期休暇（夏休 み等）の過ごし方』で も最 も多 かった答えは「アルバイト」で、 次いで「旅
行」、「帰省」、「自宅 にいる」 となった。こうし た結果からはアルバイトに精を出す学生の姿が浮か
び上がるが、これはすなわち、時間のなさにも直結する。今回のアンケートとヒアリングで も、旅
行 に行 かなかった理由 として「時間がない」 という意見がトップに上がったが、時間 のない理由の
大きな要因のひ とつ にはアルバイト を上げることが出来るだろう。
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